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学習指導者 山口 誉之

最初に走り高跳びの記録を測定した子供たちは、昨年度全員の記録の合計が隣のクラスに負けてしまったことを思い出し、「今年

こそは全員の記録の合計で隣のクラスに勝とう」という目標を設定しました。目標達成のためには、一人一人が１㎝でも記録を伸ば

していくことが大切であることを共通理解し、個人の目標も設定しました。

記録を伸ばすために、ポイントを意識して練習しよう

空中で足と腕をしっかり上げられるようになろう リズムよく助走できるようになろう

【見通し】 【行動】 【振り返り・見通し】

「隣のクラスに勝つ」という単元の目 課題に合った場を選び 「まとめジャンプ」で撮影した動画

標を確認した後、本時の課題を設定しま ながら練習したり、友達 を見ながら、友達と振り返りを行いま

した。その後、前時の振り返りで見付け に動きを撮影してもらい、 した。自分の動きを手本の動画や理想

た自分の動きの問題点から個人課題を見 理想の動きに近づくため のイメージと比べながら、「自分の成

いだしました。課題解決中に困ったら、 にすべきことを助言して 長」と「新たな問題点」を発見してい

補助黒板にあるみんなで蓄積した動きの もらったりしながら取り きました。その後、一人一人の伸びで

こつを見たり、友達と動きの確認をした 組んでいきました。練習 目標の達成に近づいていることを喜ぶ

りしながら、理想の動きと比べるとよい 中、課題解決につながっ とともに、友達からの助言のおかげで

ことと、自信をもてたタイミングで試し た子供の取り組み方を知 伸びたという

のジャンプに挑 ったことで、今自分が選んでいる場や練習が 発言を聞い

戦するとよいこ 正しいのかを確認することができていました。 て、他者と関

とを確認し、課 行動場面の最後には、「まとめジャンプ」を行 わることのよ

題解決の見通し い、記録の伸びや動きの上達を捉えていきま さを感じてい

を立てました。 した。 ました。

○課題ごとに場を分けたり、順番の待ち時間の使い方を共通理解したりしたことで、友達と関わりながら学びを進める姿

成果と が多く見られた。そのおかげで、教師が、困っている子供に関わる時間を多く確保することができた。

課題 ▲解決場面で選んだ練習の場が妥当かどうかを判断できるように、認定していた「アドバイザー」を活用したり、ルーブ

リックを設定したりすることで、子供たちの課題に対する「わかった」「できた」がさらに増えたのではないか。


